
勢
力
に
支
え
ら
れ
復
古
主
義
・
戦
前

回
帰
志
向
の
強
い
安
倍
首
相
と
、
「
優

勝
劣
敗
」「
弱
肉
強
食
」「
競
争
絶
対
」

の
維
新
は
一
見
対
立
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
け
れ
ど
も
安
倍
政
治
と

維
新
政
治
は
個
々
の
政
策
を
こ
え
て

本
質
的
な
と
こ
ろ
で
共
通
し
て
い
る
。

第
一
に
、
反
対
意
見
・
批
判
意
見

に
耳
を
か
さ
ず
、
排
除
・
抑
圧
す
る

こ
と
で
あ
る
。
維
新
の
都
構
想
に
つ

い
て
の
姿
勢
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ

う
。
安
倍
政
権
も
、
法
律
・
憲
法
の

専
門
家
の
意
見
を
無
視
し
て
戦
争
法

を
強
行
し
、
自
衛
隊
違
憲
論
そ
の
も

の
を
圧
殺
し
よ
う
と
明
文
改
憲
を
ね

ら
っ
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
政
策
に

批
判
的
な
記
者
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
攻

撃
と
排
除
の
姿
勢
も
際
立
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
み
ず
か
ら
の
野
望
実
現

の
た
め
に
は
平
気
で
嘘
の
情
報
を
流

す
こ
と
で
あ
る
。
維
新
の
ビ
ラ
で
は

大
阪
の
経
済
や
財
政
に
つ
い
て
、
都

合
の
い
い
部
分
の
デ
ー
タ
だ
け
を
載

せ
る
操
作
が
行
わ
れ
た
。
統
計
デ
ー

タ
の
改
竄
・
捏
造
、
森
友
・
加
計
問

題
や
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

汚
染
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
よ
る

サ
ン
ゴ
礁
破
壊
に
つ
い
て
安
倍
首
相

が
虚
言
を
重
ね
て
き
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

第
三
に
、
歴
史
の
事
実
を
無
視
し
、

排
外
主
義
を
あ
お
る
こ
と
で
も
共
通

し
て
い
る
。
慰
安
婦
を
売
春
業
と
同

一
視
し
た
橋
下
発
言
や
慰
安
婦
像
問

お知らせ

府高退教第2９回定期総会
第29回総会を次のように開催します。

多数のみなさんのご参加を期待しています。

日時 5月19日（日） 14:00
場所 大阪府教育会館２F コスモス

議題 ・2018年度の活動の歩み

・2019年度の活動の基本

・会計決算及び予算

・新役員の選出 など

総会終了後、午後5時から懇親会を行ないます。

会費5000円。 新会員は無料です。議案書は

出欠ハガキを含め4月26日に通信といっしょにお

送りしています。

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
―
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・
４
・
８
）

217

19

参
加
者

四
人
。
出
稿
は
十
三
人
二
十
五
首
。
少
し
風
が
あ
り
、
花
び
ら
の
散

る
中
を
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
に
歩
き
ま
し
た
。
今
年
は
入
学
式
に
ま
だ
桜
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
ら
を
守
り
た
い
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
版
画
の
母
の
あ
の
必
死
さ
で

髙
橋
貞
雄

天
空
の
城
な
る
宿
の
湯
船
よ
り
白
雪
ま
ぶ
し
き
北
岳
を
望
む

川
上
憲
一

誕
生
日
遅
れ
て
登
校
の
４
年
生
に
お
め
で
と
う
の
声
慌
て
て
掛
け
る

月
岡
秀
夫

ル
ソ
ー
さ
ん
自
然
に
帰
れ
説
得
す｢

結
ん
で
開
い
て｣

名
曲
残
す

池
永

孝

春
分
の
陽
気
に
さ
そ
わ
れ
三
毛
猫
も
深
呼
吸
ま
ぜ
昼
寝
か
な

松
田
皓
平

満
開
の
桜
花
に
ヒ
ヨ
ド
リ
群
が
り
て
体
躯
逆
さ
に
啄
む
も
あ
り

か

ら

だ

五
百
蔵
光
彦

ひ
と
つ
咲
き
ま
た
一
つ
咲
き
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
春
の
近
き
を
告
げ
る
が
如
く

佐
々
木
有
馬

う
ら
う
ら
と
浮
き
立
ち
返
る
宇
治
川
の
う
つ
つ
か
夢
か
う
ば
桜
舞
う

川
崎
康
樹

そ
の
肺
で
楽
し
く
過
ご
し
し
夫
な
れ
ば
将
棋
仲
間
に
感
謝
す
る
わ
れ

山
尾
邦
子

つ
ま

若
頭
の
面
目
躍
如
岳
志
の
決
断
一
途
に
進
め
未
来
見
つ
め
て

福
谷
美
智
子

十
歳
経
て
残
り
し
人
も
定
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
何
思
う
ら
ん

浅
野
真
弓

｢

革
新
の
大
義
に
生
き
ん
身
の
構
え｣

今
も
青
空
か
ら
皆
を
励
ま
す

鈴
木
晋
司

黄
ば
み
た
る｢

追
悼
間
先
生｣

の
文
集
に
見
入
る
前
を
向
か
ね
ば

大
嶋
信
次

次
回
第
二
一
八
回
の｢

楽
し
む
会｣

は
、
五
月
十
三
日(

月)
二
時
か
ら
教
育
会
館

な
な
め
向
か
い
の
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
で
行
い
ま
す
。
歌
稿
は
五
月
六
日
（
月
）
ま
で
に

左
記
宛
、
ハ
ガ
キ
・FA

X

・
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17

tel

・fax
072-954-8524

m
ai
l
ku
nc
h
an
92
5@
o
ut
lo
ok
.
jp

携
帯

0
9
0
91
67
30
31

統
一
地
方
選
挙
の
前
半
戦
が
終

わ
っ
た
。
大
阪
府
知
事
・
大
阪
市

長
選
と
も
維
新
候
補
が
大
勝
し
、

府
議
選
で
も
維
新
は
過
半
数
議
席

を
獲
得
し
た
。
投
げ
だ
し
・
入
れ

替
え
四
重
選
挙
と
い
う
維
新
の
脱

法
的
奇
策
は
残
念
な
が
ら
成
功
し

た
と
言
え
る
。
改
憲
や
強
権
的
な

国
会
運
営
の
協
力
者
と
し
て
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
維
新
が
生
き

残
っ
た
こ
と
に
安
倍
首
相
は
喜
ん

で
い
る
だ
ろ
う
。

維
新
の
組
織
力
は
軽
視
で
き
な

い
。
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
を
最
大

限
活
用
す
る
手
法
の
有
効
性
も
あ

る
。
「
強
い
指
導
者
」
を
求
め
る
世

界
的
な
風
潮
も
あ
る
だ
ろ
う
。
同

時
に
、
貧
困
や
格
差
の
矛
盾
が
と

り
わ
け
激
し
く
、
「
反
中
央
」
「
反

権
力
」
「
反
エ
リ
ー
ト
」
意
識
の
強

い
大
阪
で
、
実
行
力
を
と
も
な
う

「
改
革
者
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な

幻
想
を
維
新
に
対
し
て
も
つ
府
民

が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
い
う
現
実
を

直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
会
議
に
代
表
さ
れ
る
極
右

「
嘘
と
強
権
」
「
分
断
と
排
除
」
の

政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う

仲
森
明
正
（
渋
谷
）

題
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
の
友
好

都
市
を
解
消
し
た
吉
村
前
市
長
、
ピ

ー
ス
大
阪
か
ら
加
害
展
示
を
撤
去
さ

せ
る
な
ど
、
侵
略
の
歴
史
を
覆
い
隠

し
、
反
韓
・
反
中
を
煽
る
点
で
維
新

は
安
倍
政
権
に
負
け
て
い
な
い
。

第
四
に
、
改
憲
・
日
本
国
憲
法
破

壊
の
執
念
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
個
人
の
尊
厳
を
基
礎

に
お
く
日
本
国
憲
法
と
戦
後
民
主
主

義
の
破
壊
者
と
い
う
こ
と
で
、
安
倍

政
治
と
維
新
政
治
は
共
通
し
て
い

る
。安

倍
政
治
と
維
新
政
治
の
実
態
を

具
体
的
に
市
民
に
伝
え
真
の
対
抗
軸

を
示
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
で
以
上

に
私
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ジ
グ
ザ
グ
は
あ
っ
て
も
個
人
の
尊

厳
の
思
想
は
確
実
に
市
民
の
間
に
定

着
し
て
き
て
い
る
。
歴
史
に
逆
行
す

る
政
治
は
早
晩
、
市
民
か
ら
見
放
さ

れ
て
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
四
月
八
日
記
）

｢

改
革
者｣

の
幻
想
を
持

た
せ
る
維
新

安
倍
政
治
と
維
新
政
治
は

本
質
的
に
共
通
し
て
い
る

わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と

第１３回３０００署名街頭宣伝

上六近鉄前

５月１０日（金）１２：００～１２：４５

ふるってご参加ください
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【
５
月
】

３
日(

金)
:

総
が
か
り
集
会

13

30

扇
町
公
園

６
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

日(

金)
:

三
千
万
署
名
街
宣

10

12

00

上
六
近
鉄
前

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

10

14

00

日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

13

14

00

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

17

11

00

歌
う
会

日(

土)
:

府
高
教
大
会

18

10

00

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

日(

日)
:

府
高
退
教
総
会

19

14

00

た
か
つ
ガ
ー
デ
ン

日(

水)
:

大
退
教
総
会

29

13

30

大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
６
月
】

３
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

４
日(

火)

～
５
日
全
退
教
総
会

６
日(

木)

～
７
日
府
高
退
教
ツ
ア
ー

日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

10

14

00

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

14

14

00

歌
う
会

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

21

14

00

当

面

の

日

程

今年は、社会保障運動の金字塔、人間裁判といわれた

朝日訴訟の歴史を訪ねます。またハンセン病の長島愛生

園歴史館も見学します。

学習だけでなく、日本のエーゲ海といわれる牛窓、さ

らに倉敷美観地区散策と盛りだくさんです。

精しくは別紙案内をご覧下さい。多くの方々の参加を

お待ちしています!!

戦
後
、
憲
法
制
定
と
皇
室
典

範
改
正
に
よ
り
元
号
も
一
世
一

元
の
制
も
そ
の
法
的
根
拠
を
失

っ
た
。
し
か
し
間
も
な
く
神
社

本
庁
な
ど
の
勢
力
は
元
号
法
制

定
の
運
動
を
強
力
に
展
開
し
、

曲
折
を
経
て
１
９
７
９
年
よ
う

や
く
法
制
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

神
社
本
庁
の
主
張
は
、
「
た
れ

も
か
れ
も
天
子
さ
ま
の
御
在
位

に
直
続
す
る
一
世
一
元
の
元
号

制
に
よ
っ
て
『
時
』
を
意
識
す

る
と
い
ふ
こ
と
は
、
国
民
意
識

統
合
の
上
で
…
非
常
に
大
き
な

作
用
を
す
る
」
（
『
日
本
史
研

究
』
１
６
１
号
よ
り
孫
引
き
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
元
号
法
反
対
論

に
は
次
の
よ
う
な
主
張
が
あ
っ

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

①
一
世
一
元
を
核
と
す
る
元
号

制
定
は
君
主
に
よ
る
時
間
の

支
配
と
い
う
意
味
で
主
権
在

民
の
原
理
と
相
反
す
る
。
こ

う
し
た
不
合
理
で
時
代
錯
誤

的
な
制
度
の
採
用
は
今
日
の

世
界
で
日
本
く
ら
い
で
あ

る
。

②
慣
習
的
に
元
号
が
使
わ
れ
て

い
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
長

年
干
支
で
時
間
を
認
識
し
て

き
た
人
々
に
、
明
治
以
来
天

皇
在
位
で

時
間
を
認
識
す
る

よ
う
し
む
け
ら
れ
て
き
た
か

ら
だ
。

③
天
皇
は
政
治
に
関
与
せ
ず
そ

の
権
能
は
国
事
行
為
に
限
る

と
す
る
憲
法
の
原
理
に
照
ら

せ
ば
、
政
治
性
の
強
い
元
号

法
自
体
に
違
憲
的
要
素
が
あ

る
。
等
々
。

と
こ
ろ
で
本
『
通
信
』
２
２

２
号
で
、
「
元
号
で
恐
縮
で
す

が
」
と
断
り
つ
つ
「
私
た
ち
退

教
は
平
成
と
共
に
歩
ん
で
き

た
」
、
「
逆
流
と
国
民
の
粘
り

強
い
た
た
か
い
こ
そ
が
激
動
の

平

成

を

貫

く

本

質

で

あ

っ

た
」
、
と
の
記
述
が
あ
る
。
論

の
趣
旨
に
は
何
ら
異
議
は
な
い

の
で
す
が
、
時
代
認
識
と
し
て

あ
え
て
元
号
で
く
く
る
必
要
が

府高退教ツアー

「竹久夢二の生家と牛窓、朝日訴訟
の歴史を訪ねる旅」 ご案内

6月6日（木）～7日（金）

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ

今
回
の
改
元
を
契
機
に
、
元
号

制
の
本
来
持
つ
意
味
、
と
り
わ

け
一
世
一
元
の
制
を
憲
法
の
主

権
在
民
の
観
点
か
ら
再
度
問
い

直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

く
し
く
も
２
月

日
、
共
産

28

党
の
志
位
氏
が
記
者
会
見
で
、

元
号
は
「
『
時
を
も
君
主
が
支

配
す
る
』
と
の
考
え
」
か
ら
き

て
お
り
、
「
国
民
主
権
の
原
則

に
な
じ
ま
な
い
」
と
発
言
し
て

い

る

（

『

赤

旗

』

３

月

２

日
）
。
も
っ
と
も
な
見
解
だ
。

た
だ
、
元
号
制
は
廃
止
す
べ
き

だ
と
明
言
し
て
い
な
い
こ
と
に

少
し
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
は
す

る
が
。

二
〇
一
三
年
度
入
試
に
つ
い
て
の
簡
単
な
考
察

（
そ
の
三
）

山
瀬

一
美
（
山
本
）

さ
て
、
入
試
の
時
間
割
は
以

下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

前
期
入
試

国
語

小
論
文

数
学

英
語

後
期
入
試

国
語
（
含
作
文
）

社
会

数
学

理
科

英
語

時
間
割
上
の
小
論
文
の
位
置

は
、
従
来
の
入
試
、
あ
る
い
は

こ
の
年
の
後
期
入
試
の
「
作

文
」
の
位
置
に
あ
る
。
時
間
割

の
組
み
立
て
自
体
が
、
小
論
文

は
学
力
検
査
の
一
部
で
は
な
い

と
い
う
認
識
の
希
薄
化
を
助
長

し
、
あ
た
か
も
小
論
文
が
国
語

試
験
の
一
部
で
あ
る
か
よ
う
な

位
置
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
小
論
文
を
巡
る
各
校
で
の

議
論
の
焦
点
は
、
小
論
文
の
採

点
を
だ
れ
（
ど
の
教
科
）
が
す

る
の
か
、
試
験
監
督
業
務
と
の

人
員
の
割
り
振
り
は
ど
う
す
る

の
か
に
絞
ら
れ
た
。
か
く
し
て

〈
小
論
文
を
前
期
の
「
ボ
ー
ダ

ー
ラ
イ
ン
判
定
」
の
選
抜
基
準

に
は
算
入
し
な
い
（
学
力
検
査

と
内
申
で
判
断
す
る
）
〉
と
い

う
基
準
を
採
用
し
た
美
原
高
校

は
、
性
急
、
ず
さ
ん
な
前
後
期

二
回
入
試
実
施
に
よ
る
災
厄
を

最
大
限
に
被
る
こ
と
と
な
っ

た
。
入
試
ミ
ス
は
、
六
月
一
四

日
に
開
催
さ
れ
た
次
年
度
入
学

者
選
抜
委
員
会
ま
で
、
気
付
か

れ
な
か
っ
た
。
気
付
い
た
の

は
、
そ
の
四
月
に
他
校
か
ら
着

任
し
た
首
席
で
あ
っ
た
。(

完)

（
そ
の
一
）

勝
間

眞
（
山
本
）

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
ア
フ

リ
カ
旅
行
が
実
現
し
た
。
２
０

１
８
年
１
０
月
３
１
日
か
ら
１

１
月

日
の
こ
と
で
あ
る
。
妻
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は
以
前
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
行
き

た
い
、
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い

た
が
、
な
か
な
か
実
現
で
き
ず

に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
二

人
と
も
退
職
し
自
由
な
時
間
が

で
き
た
こ
と
、
そ
れ
と
我
が
甥

が
ジ
ャ
イ
カ
隊
員
（
青
年
海
外

協
力
隊
）
と
し
て
ア
フ
リ
カ
・

マ
ラ
ウ
ィ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ

現
地
で
教
員
の
仕
事
に
就
い
た

こ
と
、
そ
の
こ
と
で
「
家
族
の

会
」
の
一
員
と
し
て
隊
員
親
族
が

現
地
視
察
す
る
ツ
ア
ー
の
募
集
が

あ
り
、
諸
条
件
が
重
な
っ
た
こ
と

で
、
よ
う
や
く
夢
が
叶
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
ツ
ア
ー
代
金
は
一
人
約

で
２
６
０
０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

マ
ラ
ウ
ィ
は
日
本
人
に
ほ
と
ん

ど
な
じ
み
が
な
い
国
で
あ
る
。
マ

ラ
ウ
ィ
に
関
す
る
情
報
も
少
な

い
。ア

フ
リ
カ
の
地
図
を
見
る
と
、

シ
ナ
イ
半
島
・
紅
海
か
ら
始
ま
り

ア
フ
リ
カ
大
陸
を
南
北
に
貫
く
大

地
溝
帯
が
あ
る
。
こ
の
大
地
の
溝

に
沿
っ
て
大
小
の
湖
水
が
連
な
っ

て
い
る
が
、
特
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

湖
・
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
・
マ
ラ
ウ

ィ
湖
の
三
つ
の
大
き
な
湖
が
眼
に

入
る
。
マ
ラ
ウ
ィ
共
和
国
は
マ
ラ

ウ
ィ
湖
に
面
し
た
内
陸
国
で
、
滋

賀
県
の
よ
う
な
「
湖
国
」
で
あ

る
。
面
積
は
北
海
道
と
九
州
を
合

わ
せ
た
く
ら
い
。
人
口
は
約
１
３

０
０
万
人
、
人
口
密
度
は
１
４
４

人/

㎢
で
か
な
り
多
い
。
湖
畔
の

標
高
は
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
が
、
国
土
の
大
半
は
１
０
０
０

～
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
原

で
、
乾
季
と
雨
季
の
明
確
な
サ
バ

ン
ナ
気
候
で
あ
る
。
南
半
球
な
の

で
、
私
た
ち
が
訪
れ
た

月
初
旬

11

は
初
夏
で
乾
季
か
ら
雨
季
へ
変
わ

る
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
旅
行
中

は
ま
だ
乾
季
が
続
い
て
い
て
、
厳

し
い
暑
さ
と
土
ホ
コ
リ
の
歓
迎
を

受
け
た
。

伏
見

信
孝
（
阪
南
）
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